
 

 

【家庭教育支援チーム】 

チーム名  

（呼称） 
知多市家庭教育支援チーム 

（ 呼称： 一般社団法人 BumpyCompany  ） 

活動開始年度  平成２７年度 （平成３０年度 一般社団法人を取得） 

活動拠点  知多市 

活動範囲  知多市、東海市 

活動財源  

 

□文部科学省補助事業（事業名                        ） 

□文部科学省委託事業（事業名                        ） 

□厚生労働省事業（事業名                            ） 

□地方単独事業として実施 

☑特段の予算措置はないが、自主的に活動を実施 

□その他の支援により活動を実施 

（                                            ） 

組織体制      ６   人 

保育士２人、児童指導員１人、子育てサポーター３人 

具体的な活動内容 

 

☑講座型  ☑拠点型  □訪問型  □総合型  □その他（       ） 

１ 乳幼児とその母親の居場所づくり 

  月１回就園前の子とその母親を対象としたお茶会を開催し、同世代の子同士で遊ぶ 

場と同時に母親同士も交流し、意見交換をする。 

２ 講演会・上映会等を開催 

  発達障がいのある子をどのように教育していくかを学ぶ講演会や女性を対象とした 

勉強会ではどのように地域貢献していくかを学ぶ。 

・ 上映会『みんなの学校』と校長先生の講演会（平成２７年度） 

・ ペアレントトレーニング（連続 4 回）（平成２７年度） 

  発達障がいの子にどう関わるかを学ぶ。 

・ ソーシャルプランナー養成講座（連続 13 回）（平成２８年度） 

  母だけでなく女性を対象とした講座で、どのように地域貢献していくかを学ぶ。 

   ・ PTA 研修及び小学６年生対象「貿易ゲーム」開催（平成２９年度） 

   ・ 学童期まで対象の保護者向け講座 

「ママと子どもの感覚の違いを知ろう」知多市、東海市にて計 5 回開催（平成２９年度） 

３ 月１回勉強会を開催（主に発達障がいに関して） 



活動の成果  

 

 

 

・ 自宅近所の高齢者施設を利用させていただき、広くて子どもたちもゆっくり遊ぶこと 

 ができ、ママたちとも話がしっかりできたお茶会となった。 

・ 新しい講座やイベントを告知すると多くの保護者が関心を寄せてくれるようになり、今 

まで活動してきた結果が表れているようでよかった。 

・ 勉強会を行うことで、様々な人と出会うことができた。いろいろな視点の話が聞けて 

自分自身も大変勉強になった。 

 

活動において苦労

した点や課題 

 

・ 活動資金をやりくりするのが難しい。 

・ チーム内のスキルアップのために勉強会をしていたが、保護者の方も交えたことで、 

スタッフとして大事だと思っていたことが必ずしも保護者のニーズに合っているとは限ら 

ないことが分かった。 

・ スタッフとの連携 

 

今後の活動目標 大人も子どもも自分を大切にしながら、笑顔あふれる社会を目指したい。 

 

問合せ先  

 

（氏名） かたやま まゆ 

（TEL） ０９０－７８５６－０３６７ （E-mail）bumpycompany5.1@gmail.com 

 


